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　「ダンボールカヌー競争」（内子自治センター・内子東自治セ
ンター共催）が７月 22 日、知清河原で開かれました。管
内の児童など７チーム・16 人が参加。ダンボールを使っ
た手作りカヌーで、25㍍先のゴールまでの時間を競いま
した。優勝したのは、48 秒 95 でゴールした大西虎

と ら の す け

之助
くん・大田原幹

か ん た

太くんチーム。大田原くんは「初めてだっ
たけれど、上手に作れてよかった」と笑顔でした。

夏休みは楽しく川で遊ぼう

恒例の「ダンボールカヌー競争」

そうめんを取りそこねて、思わず笑顔

まちの駅Nanzeに手作り行灯などが飾られた

今にも沈みそうなカヌーでゴールを目指す

手づくり夜市で楽しいひととき

笑顔もきらきら「きらきら夜市」

　地域のみんなと夏の夜を楽しむ「きらきら夜市」（五十
崎中央自治会主催、藤本和

かずたか

孝自治会長）は７月 21 日、
新川児童公園で開かれました。
　手作りのゲームコーナーや流しそうめんコーナーが並
び、バザーや三味線の演奏も行われました。藤本会長は
「自治会のみんなが協力して夜市を開くことで、つなが
りやにぎわいが生まれる」と夜市の魅力を語りました。

内子町の夏を彩る伝統行事

商店街で「うちこ夏まつり」

　恒例の「うちこ夏まつり」（同実行委員会主催）は７
月 15 日、内子本町通り商店街で開かれました。祭りの
目玉となっている「造り物」には 13 店舗が参加。「えひ
め国体みきゃん」など世相を反映した作品が並び、来場
者を楽しませていました。その他、夏祭り美術展や花火、
商工会青年部が企画した逃走イベントや行灯のライト
アップなどの催しがあり、商店街の夏の夜を彩りました。

　「第５回泉谷かかし作りコンテスト」（泉谷地区棚田を守
る会主催、上岡満

み つ え

榮会長）が６月 25 日、泉谷の棚田で
行われました。棚田オーナーなど９組が参加し、今年の
テーマのとおり「存在感」あふれるかかしを作り上げま
した。家族４人で参加した若山義

よしふみ

歩さん＝松山市＝は「今
回が初めての参加。出来栄えよりも、子どもたちとわい
わい作業できて楽しかった」と満足そうに話しました。

農山村の風景にアクセント

今年のかかし作りのテーマは「存在感」

存在感のあるかかしがズラリと並んだ

小田川を遊んで学ぼう――
「元気わくわく川まつり2017」

　夏本番の日差しの下、「元気わくわく川まつり 2017」
（同実行委員会主催、上石富

とみかず

一実行委員長）が７月 16 日、
五十崎自治センターとミニ小田川で開かれました。200
人を超えるスタッフと、内子町内外から訪れた約 1,000
人の親子連れでにぎわいました。室内では肱川に生息す
る魚を紹介するコーナーや手すき和紙を作れるコーナー
があり、屋外ではニジマス釣りやたらい流しなどが行わ
れました。大人気のウナギのつかみ取りのコーナーは、
声援やアドバイスをする親たちと、無我夢中にうなぎを
追いかける子どもたちの熱気に包まれていました。
　上石実行委員長は「子どもたちに楽しんでもらうため
に、各ブースがさまざまなアイデアを練っている。ニジ
マスは食いつきが悪く釣れなかったが、途中からつかみ
捕りに変更したことで、うなぎが捕まえられない子ども
たちも楽しめた。今年も多くのボランティアの皆さんに
支えられた」とイベントを盛り上げるスタッフに感謝の
気持ちを述べました。

1_ゆったりとした小田川の流れを体で感じる「たらい
流し」。多くの子どもたちが楽しんだ　2_くねくねと逃
げようとするうなぎを必死でつかむ二人

　五十崎幼稚園（明智惠
け い こ

子園長）の年長児11人が７月７
日、内子町老人デイサービスセンターたんぽぽを訪問し、
施設利用者の皆さんと一緒に七夕飾りを作りました。
　互いが楽しみにしている交流の一環で、大きな笹に短
冊などをきれいに飾り付けた後、「たなばたさま」を歌い
ました。園児たちは「一緒に作れて楽しかった」「おばあ
ちゃんが喜んでくれてよかった」とうれしそうでした。

園児と高齢者が笑顔で交流

五十崎幼稚園とたんぽぽの七夕飾り

園児を孫のようにかわいがっていました

　「気軽にコミュニティ・カレッジin 内子」（内子町教育委員
会他主催）のオープニングシンポジウムが７月 25 日、内子
自治センターで行われました。大学・町・企業・住民協
働のまちづくりを目指し年６回、開講する予定です。基
調講演で登壇した愛媛大学の若林良

よしかず

和教授は「地域の価
値や魅力を見つめ直し、外部へ発信することが大切。そ
のために大学を上手く利用して」と呼び掛けました。

産・官・学・民が協働するまちへ――
「気軽にコミュニティ・カレッジ in内子」開講

若林教授の基調講演


